
第二部 台湾問題と日中関係 
 

 

 
 

司会   それではこれから討論を始め

ます。まず中国側から日本側に質問すること

から始めてはどうでしょうか。 

復旦Ａ  私は今日の午後議論されてき

たテーマが全然敏感な問題だとは思いません

でした。台湾問題は現状の如何を問わず、依

然として中国の内政問題だからです。先ほど

日本側の発表は非常にすぐれていると思いま

すが、あくまで日本の立場に立った発表だっ

たと思います。皆さん、一度我々中国の立場

に立って考えてみてはいかがですか？例えば、

日本の北方領土問題について、私は日本の立

場に立って考えてみたいと思います。北方領

土問題は日本とロシア両方の問題であり、最

近において転機を迎えるようになってきたそ

うです。しかし、例えば、もし北方領土にお

いて、アメリカがすでに利益をもっていて、

そのために日本に領土を返還することが許さ

れなかったら、日本はどんな行動をとるので

しょうか？先ほど日本側は台湾問題について

様々な観点から発表しましたが、ではお聞き

したい。中国と台湾との間でどのように交渉

を進めたらよろしいか、一つの政権の下に談

判するか、あるいは二つの政権の下に談判し

た方がよいのか。 

慶應（楊井） まず一つ目の質問ですが、北方

領土問題がいったいどこから出てきたのかよ

くわかりません。今回の我々の発表は台湾問

題の平和的解決をテーマにしたものであって、

ここでは北方領土に関する質問にお答えでき

ません。二つ目の質問にはお答えいたします。

中国と台湾はどのようにすれば対話できるか

ということですが、まず、中国と台湾は見解

が一致しておらず、接点が見出せない状態に

あります。そのうえ、中国と台湾は誰がどう

見ても分裂した状態にあるという事実があり

ます。そうした分裂した現状をふまえたうえ

で、お互いを尊重しつつ平和的な解決を探ろ

うとする必要があります。今の中国は若干圧

力というものを使いながら台湾を強引に対話

に引っ張りだそうとするために、かえって対

話が実現できなくなっているのではないかと

思います。 

復旦Ｂ  大陸と台湾が統一した後、日本

にはどんなメリットがありますか？ 

慶應（楊井） 台湾問題が平和的に解決され

たならば、日本は今までどおりに台湾との経

済関係を維持することができるだろうし、中

国とも安定した関係を続けることができるだ

ろうと思います。ただし、これはあくまで平

和的に解決された場合の話であって、仮に軍

事的に解決されようとした場合は、そのよう

にはならないということです。 

復旦Ｃ  まず一つ常識的な問題の誤り

を改めたいと思います。この問題に関して、

国際社会の一般的な言い方は「中国」と「台

湾」の問題ではなく、「大陸」と「台湾」の問

題だと言われています。先ほど日本側の学生

は、中国と台湾との間に対話がなかなかでき

ない理由が、長い間両岸は平等的に扱うこと

ができないからだと述べました。しかし、皆

さんはご存知でしょうか、さっきあなたたち

は中国が台湾へ圧力をかけていると言いまし

たが、実は外国が中国へ圧力をかけていると

思います。もし台湾独立勢力がなければ、中

国大陸は台湾に武力を行使するわけがないの

です。「中国人は中国人を攻撃しない」のは、

江八点の中の重要な内容の一つであり、台湾

問題は従来にわたり我々中国人だけの問題で

す。他国が干渉すべきではないと思います。

討論の部
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1937年に中国共産党と国民党は団結すること

ができたきっかけは、まさに日本の介入であ

ったことを忘れてはならないと思います。だ

から台湾問題において日本は口を挟むべきで

はありません。 

慶應（楊井） たしかに日本は台湾が中国の

一部であることを理解する立場をとっていま

す。しかしながら今回の私たちの発表は、台

湾問題は中国の内政問題であると同時に、日

本の安全保障にも密接にかかわる問題である

という認識が、日本側に出てきているという

ことなのです。また、日本は台湾と政治的関

係をもっていないので、台湾に対してどうし

ろと言うことができません。私たちができる

ことは、中国側に台湾問題に関して冷静に解

決するよう求めることだけであって、そうで

なければ、対話なきままにお互いの軍事競争

が進むと、近い将来必ず危険な状態を迎える

と考えるのです。 

司会   休憩時間になりました。 

―― 休憩 ―― 

慶応Ａ  一つ目の質問は、黄さんの発表

の中にある「タイワン・ギャング」（Taiwan 

Gang）とは具体的に何を指しているものなの

か、教えてください。二つ目の質問は、日本

は核兵器を持っていないからアメリカの言い

なりであるという考えは、中国人に広く共有

されているのでしょうか。 

復旦（黄） 質問に答えたいと思います。台

湾問題に関して、具体的に言えば、日本の政

界には「日華関係議員懇談会」という組織が

あります。この問題を議論するため、私は日

華議員懇談会に関する資料を読みました。そ

の組織のほとんどの議員、例えば岸信介をは

じめ多くの議員は、台湾側の意見を支持する

立場にあります。私の知っている範囲では、

日本の小泉首相と森喜朗前首相は同じくその

組織のメンバーだそうです。 

 二番目の質問、つまり日本はいつもアメリ

カ側にあるかどうかについてお答えします。

私の知っている範囲では、この方面の専門家

であれ一般の日本人であれ、両方の意見は一

致しています。日米安保はもっとも顕著な証

明だと思います。 

慶應Ａ  日本は独立主権国家であると

いうことはご存知ですか。（笑） 

復旦（黄） 私が知っているのは、1960年の

日米安保以後、日本の現状は今のようになり

ました。日本は主権を持つ国家なのに、国内

において反乱が起こったさい、他国の軍隊に

よって鎮圧される、といったことはとても信

じられないことです。 

慶應Ａ  それは一体いつごろのことで

すか。 

復旦（黄） 1960年以前のことです。 

慶應Ａ  今はもうすでに 21 世紀なので

すが・・・ 

復旦（黄） しかし今なお米軍が日本に駐

留しています。 

慶應Ａ  米軍が駐留していないことが

独立国家の定義なのですか。 

復旦（黄） 外国の軍隊が駐留していると、

一般的に言ってある程度、主権が干渉される

ことになります。もちろん国防政策は国内政

治の問題ですが。 

慶應Ａ  ということは、韓国、ドイツ、

サウジアラビアのような国も独立していない

国と規定するのですか。 

復旦（黄） ある程度そういうことです。 

慶應Ａ  では、日米同盟を解消して、日

本が独自の軍隊をもつことを中国は認めるわ

けですね。 

復旦（黄） それはあなたの国の憲法の事

情にも及びますので、私が口をはさむことで

はありません。 

慶應Ｂ  今の話について言えば、日本は

主体的な選択として日米同盟を選んでいると

いうことであって、独立どうのこうのという

問題では全くないということが一つ言えます。

質問ですが、今日の黄さんの報告で「台湾問
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題」という言葉が使われていますが、具体的

に何を指しているのか分からなかった。日中

関係における台湾問題というときに、何が問

題なのでしょうか。今日の話によれば、台湾

の人が日本に来ることが問題なのですか。も

う一つの質問は、台湾問題を解決する、つま

り統一する場合、それはどういった方策で中

国のみなさまは可能になると考えていらっし

ゃるのでしょうか。 

復旦（黄） 日米安保条約は日本の自主的

選択であることについて思い出されるのは、

1960年の改定のとき、日本で数十万人がデモ

抗議をおこない、その中には東京大学の十数

名の知識人学者という日本人の良知を代表す

る人もいました。中日関係における台湾問題

とは、中国大陸と台湾が統一するさい、日本

はこの問題にどういった立場や態度をとるか

ということです。台湾問題は中国の内政問題

ですが、我々中国は国際社会に存在しており、

国際的な責任感によって、中国は台湾問題を

処理するさいの世界各国の反応を考慮しなけ

ればなりません。台湾問題の解決方法につい

ては、中国側はすでに台湾問題に関する白書

を発表し、その解決するための原則、つまり

「平和統一、一国両制」を決めています。注

意して頂きたいのは、「平和統一」は前者に書

いてあることです。 

慶應（楊井） 今のお話で、平和統一が間近い

ということはまことに歓迎すべきことですけ

れども、しかしながら台湾の世論調査による

と台湾人の 80％が一国両制に反対していると

いう事実はご存知でしょうか。したがって中

国大陸の政府は、もっと別の方法を考えなけ

ればならない段階にあると思うのですが。 

復旦（黄） 楊井さんに答えます。台湾のア

ンケート調査で、80％の人が一国両制に反対

していると。しかし、それは台湾が香港のよ

うに中国に一つの省として扱われることを前

提としています。台湾の新党が同じ問題につ

いてアンケート調査を行ったところ、前述の

前提をなくし一国両制で台湾問題を解決する

ならば、85％に近くの台湾人が賛成するとい

うことが明らかになっています。 

慶應Ｂ  台湾問題を解決するという話

が出ていると思うのですが、平和的解決は目

標であって、実際に具体的に何をやっている

のかを見てみれば、先ほど楊井君の報告にあ

った通りだと思います。中国は国際関係のな

かで台湾問題を解決しなければならない。中

国はアメリカや日本の「三つのノー」の確認

をとろうと躍起になっております。しかしな

がら、本当に統一したいのであれば、台湾人

の心を統一したいという気持ちにさせるアク

ションを中国がいかにとるのかが問題だと思

います。そうした観点からみるならば、中国

は毎年 50基の弾道ミサイルの配備を続け、現

在台湾海峡には 300 基保有している。まさに

軍事力の強化、軍拡をしているのでは中国で

あって、これで台湾人の心をつかむことはで

きるのですか。 

復旦（黄） ありがとうございました。台湾

人に中国と統一することを認めさせることは、

まさに中国が現在直面している大きな問題な

のです。ところで、ミサイル問題について、

朱鎔基総理が米国や日本に訪問したさい、本

人でさえ一体全体いくらのミサイルが台湾海

峡付近に設置してあるかが知らないらしいの

ですね。ミサイル問題は国家の軍事機密であ

り、中国は米国のハワイに口を出さないと同

じことです。台湾人民がミサイルに恐怖感を

持っていることは当然のことです。数年前、

クリントン大統領が中国を訪問する前には、

我々中国人もアメリカの核ミサイルに対する

恐怖感の下に生きてきました。重要なのは、

誰がそのボタンを押すかということであり、

台湾人がミサイルに攻撃されたくないと同様、

中国人もミサイルに攻撃されたくないのです。

「中国人は中国人を攻撃しない」というのは

非常に重要な前提である以上、恐れるべきで

はないと思います。 
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復旦Ａ  先週の土曜日午後、我々は台湾

からの青年交流団とすばらしい交流会を設け

ました。もちろん意見の対立もありましたが、

同じ血は水よりも濃い中国人であることは一

致した共通点です。台湾人の情緒の問題につ

いても話し合いました。だから台湾問題に関

しては双方が協議すべきであり、国家レベル

において相違が見えているかもしれないが、

人民レベルにおいては、両岸とも統一するこ

とを賛成していることに間違いありません。

ミサイルは特に台湾独立勢力に対するもので

あり、例えば沖縄列島は独立するならば、日

本も同意するわけがないでしょう。ところで

先ほどの、日本は一体主権国家であるのかど

うかという問題について、もうちょっと議論

したいと思います。日本は一つの主権国家で

す。しかし日本とアメリカは同じ外交上の立

場をとっていると思うのです。私たちが問題

を考えるときは、対立した考えをもつのでは

なくて、友人関係であるべきです。 

慶應（田添） 先ほど、琉球が独立したら日本

は反対するだろうと言われましたが、仮に沖

縄が独立しようとしても日本が武力行使をす

るはずがありません。 

小島教授  なぜそう言えるのか、その理由

を言わないと。 

慶應（田添） 台湾が独立しようとしたら、中

国は武力行使を辞さないわけですよね。シン

ガポールのリー・クワンユーもそうしたこと

に懸念を繰り返し表明している。中国が武力

行使をする可能性があることに東アジア諸国

は心配しているのです。中国は東アジアの安

全保障に対して、あまりにも無責任ではない

ですか。 

復旦Ａ  懸念を持っているのはいいけ

ど、しかし皆さんに少し考えて頂きたいのだ

が、国際社会はどうして台湾独立勢力を敬遠

し、我々中華人民共和国を承認しているので

しょうか。我々はずっと平和統一のスローガ

ンを主張してきたが、要するに台湾の人々が

自分のことが中国人であることを認めれば、

他に何の問題もないのです。その問題のカギ

は台湾指導者の安全や政治利益に対する配慮

などにあります。現在台湾人は大陸に来ると

き、マカオで乗り換えなければなりません。

もちろん我々は直航を望んでいるが、同意し

ないのは一体どちら側ですか。我々は台湾問

題においていつも譲歩してきたのに、なぜ傷

つけられるのは常に我々なのでしょうか。 

復旦Ｂ  まずお話したいのは、今日の

我々のテーマは、台湾問題の日中関係に対す

る影響であり、単なる台湾問題ではないと思

います。だから私は今の議論を少し戻したい

と思います。先ほど慶應の博士課程の学生が

言った台湾人の感情問題は中国の内政問題で

あることははっきりしています。次に、さき

ほどの日本側の発言に対して二つの質問した

いと思います。話によれば、台湾問題は日本

に対して主に安全と経済二つの方面に影響が

あると言っていました。まず安全の影響につ

いて、我々中国政府は一貫として平和の態度

で台湾問題を処理してきたということです。

いかなる問題を解決するときでも、相互妥協

が不可欠な過程であることは我々がちゃんと

持っている認識です。台湾側がたえず軍備を

増強し、武器を購入していることを考えてみ

れば、責任は中国側にはないと思います。日

本側の発表に武力行使に関する一章がありま

した。武力行使は我々最後の手段であり、我々

は交渉や談判に努力し続けると思います。し

かし、我々は武力行使を放棄しません。例え

ば九州や四国が独立するならば、日本側はど

うしますか。発表の中には中国がもっと「一

国両制」の条件を緩和すべきだと言ったが、

どこまで緩和したらよいかさっぱり分かりま

せん。次に経済の影響について、もっと長い

目で観察すべきだと思います。もし将来中国

が統一すれば、日中貿易はさらに拡大するの

ではないでしょうか。一時的な短い目で考え

るべきではないと思います。 

36 



第二部 討論の部 

慶應（楊井） 基本的に平和的解決、武力解決

は最終手段という中国の立場は、我々も知っ

ています。しかし現実の両岸を見ると、95、

96年の台湾海峡危機以来、両岸の対話は断絶

しているということ、そして両岸の軍事力が

増大する一方という現実があります。台湾は

大陸に侵攻する意図を放棄しており、一方中

国は台湾に最終手段として武力で解決する可

能性を残している。もし、この最終手段とし

ての武力解決を放棄し、ミサイルを撤去する

ならば、両岸関係は大いに進歩すると思われ

るのですが。 

復旦（黄） そちらの観点では、要するに現

在台湾は大陸を攻撃しないと宣言しているか

ら、大陸側も台湾を回収すべきではないと言

いました。では質問したいが、イギリスとア

イルランドの問題をちょっと想起してもらい

たい。アイルランドの共和軍もロンドンを奪

う計画がなく、ただ国の独立を獲得したいだ

けだが、イギリスはその軍隊をアイルランド

の領土から全部撤退させましたか、アイルラ

ンドに公民投票や住民自決させましたか。な

いでしょう。イギリスは世界で最も由緒ある

なる民主国家ですよ。 

復旦Ｃ  先ほど日本側の発言及び楊井

さんの回答について自分の意見を言いたいと

思います。さきほど休憩時間の前での楊井さ

んの回答では、もし中国が平和の手段を用い

て統一すれば日本にとって有利であると言っ

たが、武力行使すれば日本にとって許されな

い行動だと言っていました。私にどうしても

理解できない点は、同じ統一という結果が日

本に与える影響は違うのでしょうか。もし日

本側は統一が有利であることを肯定するなら

ば、どんな手段であろうが中国の内政問題で

あり、中国にどんな手段で台湾統一するかを

要求する権利はないと思います。それから、

我々は平和の手段で台湾を統一したいのであ

って、武力行使は我々希望する手段ではあり

ません。しかし我々はこういう最後の手段を

放棄しません。無論、我々は武力行使したく

ないのです。これは中国人みな共通の考えで

す。ですから、我々は国際社会のほうから中

国のために台湾統一に有利な環境を作ってい

ただきたいのです。我々は日本が台湾問題に

おいてマイナスの作用になってほしくないの

です。例えば、この前日本政府が李登輝訪日

を認めたことは、平和統一にマイナスだと思

います。と同時に、責任感が欠けていること

だと思います。日本側の発表の通り、日本も

中国が平和の手段で台湾を統一することを望

んでいると言っています。だから日本はもっ

とその役割を発揮すべきであり、今日我々の

テーマは中日関係と台湾問題です。日本が一

体全体台湾問題においてどんな役割を発揮し

てきたのかということについて、日本側の学

生たちは考えたことがあるのでしょうか。 

慶應（桑野） まず、台湾に対する武力行使で

なぜ日本が困るのかについて、お答えしたい

と思います。我々のプレゼンで指摘したよう

に、安全保障と経済の二つの理由があげられ

ます。我々が強調したい点の一つは、シーレ

ーンの確保という点です。シーレーンは日本

の安全保障にとってかなり重要なものなので

す。シーレーンが確保できなくなると、日本

の輸出入が滞り、日本は経済的に大打撃を被

ることになります。次に、日中友好関係の観

点から説明します。仮に台湾海峡で武力衝突

が起き、アメリカがそこに介入した場合、日

本は日米ガイドラインに基づき何らかの後方

支援をおこなわなければなりません。その結

果、日本と中国とは敵対の関係になってしま

い、今まで築き上げてきた日中友好関係がご

破算になってしまうことに懸念を持っていま

す。同時に 98年から日本と中国がパートナー

シップ関係を結んでいることにも留意しても

らいたいと思います。ここで、日本と中国は

東アジアの安定と平和のために協力すること

が明記されています。その点からも日本は中

国に武力衝突の事態を避けてもらいたいと思
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っています。 

慶應（根本） 桑野君の意見を分かりやすく

説明しなおしたいと思いますが（笑）、Ｃさん

の質問では平和的解決でも武力解決でも結果

は同じなのに日本にとって何の違いがあるの

かという問題だと思います。平和的解決は日

本にとって望ましいことです。しかし武力解

決の場合、台湾海峡を日本が輸送に使えない

ことになります。その場合、遠回りするなど

の方法をとらなければならず、日本は経済的

損害を被ることになります。そのため、日本

は台湾問題に対する武力解決を望まないとい

うことです。 

小島教授  一言だけ言わせて。なぜ、中国

に対し平和統一をくりかえし希望し、武力行

使を避けてもらいたいと言っているのか。皆

さんの言っている理由からは重要な点が一つ

抜けていますよね。武力行使をすれば台湾の

人々が犠牲になります。独立派であれ独立反

対派であれ、台湾の住民が犠牲になる。そし

て武力を行使する中国側にも犠牲が出ますね。

つまり、中国・台湾いずれにも人民に被害が

出る。だから武力行使を避けたい、というこ

とのはずです。以上です。 

復旦Ｃ  先ほど日本側の発言について

二点、個人的感想を述べたいと思います。ま

ず、日本と台湾は唇亡びて歯寒しというよう

な関係であり、これだけで日本は中国の内政

問題に圧力をかける権利がないと思います。

ここでは大胆で話したいが、こういう言い方

は私に２０世紀の覇権主義を想起させます。

次に、所謂台湾海峡戦争について、これはす

べて仮説であり、さっきアメリカは必ずこの

問題を干渉するのだと言ったが、もっとも民

主的な国家といわれるアメリカが、このよう

な中国内政問題を干渉することはしないと思

います。中国はずっと平和統一を強調してき

たが、武力行使はただ一種の保留手段です。

中国の人々も台湾海峡において戦争が爆発し、

中国人が中国人を攻撃することを望んでいま

せん。だから再三に話したいのは、このよう

な最悪な状況を避けるために、努力すべきは

中国政府だけでなく、台湾当局も積極的でな

ければなりません。そして日本及びアメリカ

のほうも平和統一を実現するために、中国の

ために良好なる国際環境を作らなければなら

ないと思います。 

慶應Ｃ  武力行使についてお聞きした

いことがあります。Ｃさんは台湾に対する武

力行使をなくせないとおっしゃっていますが、

中国人どうしは戦わないと言っているにもか

かわらず、どうして武力行使をなくせないの

でしょうか。 

復旦Ｃ  さらに自分の観点を述べたい。

我々が武力行使を望まないということは、最

後に必ず武力行使を放棄するということでは

ありません。もちろん強調したいことは、我々

はそれを優先手段として使いません。我々が

武力行使を放棄しない理由は、台湾は中国の

一部であり、最終的に台湾統一したいと思っ

ているからです。もし我々はそれを放棄すれ

ば、台湾問題は永久に持続していくし、永遠

に統一することができないかもしれません。

先ほど日本側が言った台湾島内の現状は、大

陸側が望んでいないのです。我々が武力行使

を放棄しないことにより、まさにこの現状を

抑止しているのです。最後にもう一度強調し

たいのは、武力行使は優先手段ではなく、最

終手段です。 

慶應（福山） 武力行使の問題について重要

な点は、信頼性の問題だと思います。平和的

解決を言いつづけていると同時に、ミサイル

演習を繰り返し、ミサイル配備を増やしてい

る状況があります。そのような行動をしなが

ら平和統一と言っても、台湾なり周辺諸国が

信じられるでしょうか。武力を完全に放棄し

ろとまでは言わないにしても、軍拡を抑制す

るなり、削減するという明確な行動によって、

信頼を取り戻すこともできるのではないでし

ょうか。 
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復旦Ｃ  一つ補充したいが、先ほど福山

さんは、中国は武力行使を優先手段として使

っていないと言っていたにもかかわらず、台

湾海峡で軍事演習しているのではないかと言

いました。これについて例を挙げて日本側に

もっと理解していただきたいが、日本は日米

安保条約が東アジアの安定に積極的な作用が

あるといっているが、日米の共同軍事演習は

毎年やっているし、日本の軍備も毎年増加し

ているのではないでしょうか。お聞きしたい

が、もしこのような行為が東アジア地域にお

いて安定の作用になると言っているとすれば、

中国が台湾海峡において軍事演習をすること

自体も東アジア地域において一つの安定の作

用を働いているのです。もし日本側は、日米

安保条約は東アジア地域に安定の役割を担っ

ていると考えているならば、この問題におい

ても同じロジックで日本側が理解しやすいと

思います。 

司会  もう時間です。今日の討論の部はこ

れで終わります。何かまだ質問があれば、明

日午後の自由討論で発言してください。 
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